










Relationship between Use of Honorific and Register in NWJC 











































































































 コレスポンデンス分析は対応分析とも呼ばれる分析の手法で、1960 年代にフランスの Jean-

























































































るドメイン go.jp の結果を最大限残すべく、go.jp で使用されていない動詞を削除した。その結
果、「01．紹介」「02．用意」「03．案内」「05．報告」「06．説明」「08．提案」「09．連
絡」「10．利用」「11．相談」「15．披露」「17．協力」「20．確認」「25．指導」「26．理
解」の 14 語が残った。そこから、更に教育機関という明確な性質をもつドメイン ac.jp におい
て 1 例も使用されていない「05．報告」「08．提案」「15．披露」「20．確認」の 4 語を削除
















様である。まとめる前のデータには ac, at, bz, ca, cc, fm, in, is, md, me, ms, nu, sc, sg, th, to, tv, us, 
vc, wsのようなドメインが収集されたが、これらのドメインは、全て ccTLDで、日本の jpドメ
イン名のようなものである。詳細なドメイン名は異なっても、基本的にはその中に有意な差は
                                                        
 
2 株式会社レジストリサービス（JPRS）「JPドメイン名の種類」の説明ページ（https://jprs.jp/about/jp-

























総数 4 11 41 150 19 4 90 8 9 50 3 4 5 398 
誤用 0 0 1 6 2 0 8 0 1 0 0 0 0 18 
正用 4 11 40 144 17 4 82 8 8 50 3 4 5 380 





総数 3 1 38 210 3 7 81 1 15 29 4 3 2 397 
誤用 1 0 7 16 0 1 11 1 2 5 0 1 1 46 
正用 2 1 31 194 3 6 70 0 13 24 4 2 1 351 





総数 1 1 31 160 2 9 121 1 35 27 9 1 2 400 
誤用 1 1 12 73 0 3 55 1 10 12 4 0 1 173 
正用 0 0 19 87 2 6 66 0 25 15 5 1 1 227 





総数 4 6 10 222 2 9 89 2 5 43 5 1 2 400 
誤用 4 5 6 196 0 6 78 1 5 32 5 1 2 341 
正用 0 1 4 26 2 3 11 1 0 11 0 0 0 59 





総数 5 7 28 157 1 23 99 
 
27 38 9 
 
3 397 
誤用 5 6 11 105 1 15 49 
 
11 14 4 
 
1 222 
正用 0 1 17 52 0 8 50 
 
16 24 5 
 
2 175 
誤用率% 100 86 40 67 100 65 50  41 37 44  33 56 
総計 30 60 362 1775 37 83 925 21 182 388 61 14 33 3971 
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次元 特異値 要約イナーシャ カイ 2 乗 有意確率 イナーシャの
寄与率 
信頼特異値 
説明 累積 標準偏差 相関 
2 
1 .473 .224   .586 .586 .013 .214 
2 .290 .084   .220 .805 .018  
3 .241 .058   .152 .957   
4 .127 .016   .043 1.000   
要約合計  .382 1008.266 .000a 1.000 1.000   
  a. 自由度 48 
 









に位置していることが確認できる。具体的には、次元 1 の正方向の特徴は go.jp によって、負
方向の特徴は「local」と org によって特徴づけられ、次元 2 の正方向の特徴は org によって、
負方向の特徴は「local」と go.jpによってそれぞれ特徴づけられている。 
中央のグループには商業用ドメインである co.jp と biz や、教育機関である ac.jp などのよう
な特徴的なものをはじめ、特徴を限定しにくい com、net などのようなドメインまで、多様な
ドメインが含まれている。これら、中央のグループは、これまでのように TLD と第 2 レベル
ドメインだけをみると共通する特徴がまとまらず、解釈が難しいが、一つの共通点がある。そ
れは、このグループに含まれる結果は全体的な URL をみると、or.jp を除いては、全てブログ
という特殊なものが含まれているということである。具体的には、今回分析の対象となった用























 まず、次元 1 として、正方向に特徴づけられた go.jp は、公的機関としての性質が最も強い
ドメインであり、一般的に考えると最も誤用が現れにくい、強い規範意識が働いているドメイ
ンである。一方、負方向に特徴づけられた「local」は、go.jpのように政府機関である「特別区








ているように思われる。一方、次元 1 においては、org と「local」は近いところに布置されて
いるが、非営利組織の中に一部公共的な活動を行う団体が含まれるため、両者は公共的な団体
としての性質が共通している。 
 次に、次元 2 では org と go.jp、「local」の間に特徴的な差が見られる。次元 2 において、
「local」と go.jp に共通する性質で、org とは異なる最も大きな性質は、公的機関、中でも政府
機関のページが含まれているか否かであると解釈される。 

































 もう一つの負方向の動詞である「相談」は org に関しては誤用が現れておらず、「local」で















 まず、動詞の中で最も正方向に布置されている「説明」は go.jp において総計 19例確認され、












































 次に、正方向に布置された「指導」に関して分析する。「指導」は go.jp において 1 例確認




























「local」では「連絡」が 1 例だけ確認され、その 1 例が誤用であったため、誤用率 100%とな
っている。その用例は以下の（21）である。 
 













最後に、次元 2 において、「協力」と org の間の誤用率の関係性について考察する。「協力」










 これに対し、次元 1 において「org」と同様に負方向に布置されていた「local」では、「協









































































 データ，梵天バージョン 1.0.0）https://bonten.ninjal.ac.jp/（2018年 07月 13日最終確認） 
小林雄一郎（2010）「第 10章 コレスポンデンス分析；データ間の構造を整理する」石川慎 
 一郎・前田忠彦・山崎誠編『言語研究のための統計学入門』くろしお出版，pp.245-264. 
田野村忠温（2012）「BCCWJに収められた新種の言語資料の特性について :データ重複の諸 




 （https://www.nic.ad.jp/ja/）（2018年 07月 13日最終確認） 
株式会社レジストリサービス（JPRS）「JPドメイン名の種類」の説明ページ 
 （https://jprs.jp/about/jp-dom/spec/）（2018年 07月 13日最終確認） 
『国語研日本語ウェブコーパス』検索系『梵天』 http://bonten.ninjal.ac.jp/ 
 （2018年 07月 13日最終確認） 
 
??????ワ?クショップ2018?????
83 2018?9?4?-5?
